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症例 1は,人 の前に出ると緊張するという, ど



























はどうあ りたいと思 っているのか」, と訊ねてみ
ると,「せめて世間並みの
`普通'の人間であ り






























ぎる視線 は自己の肉体に具わ ってお り, とり去 る
ことができないものである。残 された手段は,少
しで も視線を自然に近づけるように努力すること











症例 1では,自 己の交際術 という精神面に属す
る,純粋に機能的な欠陥が悩みの種になっていた。
それに比べると症例 2の 「自己視線」恐怖 は機能
的色彩が濃いとはいえ,「知覚的 (可視的)領域」
の欠陥である点で,症例 3, 4, 5に似た要素が
うかがわれる。なお,自 己視線恐怖 は小論の対象
症例30中, 6例を数える。



























































































〔症例 5〕TM 男性,発症 :17歳, 自己臭恐怖
































症 164例のなかで, 自己臭恐怖 (56例)を主訴と
する者がもっとも多かった, という。筆者 らの対


































表情 ・態度恐怖 (18例),視線恐怖 (15例)の順




























































































































































































































CP     NP     A     FC     AC
























2)Brautigam,W.I Phobie.In:Lexikon der Psychiat―
rie, 2.Auflage, Gesanlllnelte Abhandlungen der ge―
brauchlichsten psychiatrischen Begriff(herg.Ch.
Muller),springer―Verlag,Berlin,Heidelberg,New
York,London,TOkyo,P.520,1986.
3)笠原敏彦,黒河泰夫,林下忠行ほか :「自己の発
する音」に悩む症例について.臨床精神医学,14;
939-945, 1985.
4)笠原嘉,藤縄昭,関日英雄ほか :正視恐怖 ・体臭
恐怖―主 として精神分裂病 との境界例について一.
笠原嘉 (編),医学書院,東京,1972.
5)近藤喬一 :対人恐怖の時代的変遷一統計的観察.
臨床精神医学,9;45-53,1980.
6)丸山普,児玉和宏,小島忠ほか :対人恐怖の時代
的変遷.臨床精神医学,11;82針35,1982.
7)宮岡等,阿部裕美 :自己臭恐怖.臨床精神医学,
19;877-881, 1990.
8)中村剛,西村優紀美 :普通の女の子になりたい。
「学生と健康」所収,南江堂,東京,1998.
9)西田博文 :青年期神経症の時代的変遷―心因と病
像に関 して。児童精神医学 とその近接領域,12;15-
21, 1970。
10)高橋徹 :対人恐怖―相互伝達の分析。医学書院,
東京,1976.
11)東京大学医学部心療内科 (編著):新版 エゴグ
ラム ・パターンーTEG(東大式エゴグラム)第 2
版による性格分析―.金子書房,東京,1995.
12)植元行男,村上靖彦,藤田早苗ほか :思春期にお
ける異常な確信的体験について (その I)―いわゆ
る思春期妄想症について―.児童精神医学 とその近
接領域,8;155167,1967.
13)山下格 :精神療法の基本的考え方.諏訪 ・三宅
(編):乳幼児の発達と精神衛生,川島書店,東京,
1976.
14)山下格 :対人恐怖。金原出版,東京,1977.
15)山下格 :対人恐怖の診断的位置づけ.臨床精神医
学,11;797-804,1982.
